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［南砺市版DX/AXの取り組みを加速させます］
［「職員を元気にし、市⺠サービスを向上させる」未来への挑戦］

南砺市では、これまで進めてきた、「DX」（デジタルトランスフォーメーション）の取り組みをさらに一段階進

め、AIを活用した変革、「AX（AIトランスフォーメーション）」に挑戦します。

■内容説明
南砺市では、これまでデジタル・ICTを活用した「DX」による業務の効率化や改善に取り組んできました。県
内でも早い時期からの生成AI導入やフリーアドレス化、LINEを活用した電子申請、ノーコードツールによる
業務アプリ構築、書かないワンストップ窓口の導入など、着実にDXの基盤を整備してきました。
今回、この基盤を土台に、AIを業務変革へ本格的に生かす、「AX（AIトランスフォーメーション）」のステ
ージへ一歩踏み出します。
【背景】
⼈口減少や深刻な職員不⾜が懸念される「2040年問題」に直⾯する中、持続可能な⾏政サービスを
提供し続けるためには、先進技術を活用して組織と業務を柔軟に変革していく必要があります。

【メインテーマ・ビジョン】
「職員を元気にし、市⺠サービスを向上させる未来への挑戦」
「DXからAX、そしてCX（City Transformation）へ、職員とまちを元気にする」

【具体的な取り組み】
・推進体制の強化︓市⻑をCAIO（最⾼AI責任者）とし、強⼒なリーダーシップのもと全庁的なAI活
用を推進。各部局から「DX/AX推進リーダー」を選出し、全庁横断体制で取り組みを進めます。
※外部⼈材によるCAIO補佐官の設置 ← 8/24にどうなるか判断。
・全庁基盤の整備︓GoogleのAIと連携したグループウェアを全庁の事務系職員へ展開（415ID）
・柔軟で挑戦的な組織⾵土︓完璧を求めず、⼩さな試⾏と改善をスピーディーに重ねて、柔軟に軌道
修正する、機動的なアプローチ（アジャイル思考）を導入し積極的に挑戦と学習・改善ができる組織
環境へ進化します。

【めざす姿】
・AIの活用︓AIを「頼れる武器」とし、不備チェックやデータ照合などの得意分野への徹底活用。
・職員の役割︓創出した時間を「意思決定・判断」、「対話と共感」、「創造的な業務」に集中。
・職員の能⼒開発︓生み出した時間を活用し、対⼈接遇や⾼度な判断⼒を磨く研修プログラムを展
開し、「⼈にしかできない業務」の質を組織全体で底上げ。
・市⺠への還元︓「⼈が主役」の変革により、窓口や現場で市⺠一⼈ひとりの相談にじっくり⽿を傾ける丁
寧で質の⾼い⾏政サービスを実現。
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